
３年生進路ストーリー 進路指導部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２５．４．７改訂

期 月 目標 日 曜 学校行事 日 曜 模試・進路行事 指導上の留意事項

4 9 火 学年集会（3年生になって） ・部活をやっている生徒も含めて全員が受験を意識する。
8 月 始業式・入学式 9 火 新旧３年情報交換会＆スタサポ報告会 ・新学期が始まる前に、生徒の学力・志望状況を大まかに把握し、期待を語り合う場にしたい。

12 金 面談週間(～18(木)）
10 水 確認テスト 15 月 ＨＲ別保護者進路座談会（～30）

19 金 学年集会（年度初め決起集会） ・進路ストーリー＆模試スケジュール等の説明。
26 金 遠足

27 土 第１回全統マーク(希）

5 7 火 確認テスト
11 土 第１回全統記述（希） ・予備校等夏季講習はこれを見てから。学校でできることの方が大きいことを伝える。

18 土 ＰＴＡ総会 17 金 夏季課外講座内容提示（集会にて）
18 土 駿台全国記述（希）･アンカー小論文（希)

24 金 県総体（～26(日)) 学部学科研究・大学研究
22 水 学年集会（グルーピングについて）
31 金 学年集会（部活から学習への切り替え）

6 3 月 中間考査（～6(木)） ・グルーピングのスタート（とりあえず課外方式で）。「2号館自習室化計画」本格化。
15 土 学年懇談会 7 金 学年集会（学年別懇談会の内容説明）

8 土 進研マーク(全）

14 金 学年集会 ・学年別保護者懇談会の事前指導。
15 土 学年別懇談会 ・夏季課外の登録。

19 水 確認テスト（～20(木)） ・夏季の希望者模試の受験アドバイスを。

志望校調査
学習時間調査

7 （進路検討会①） ・保護者会にむけての検討会。
7 日 進研記述（全） ・夏休みがどんな生徒にとっても天王山になる。夏休みに充実した学習を遅れるよう、

11 木 レク大（12・16) 10 水 学年集会 具体的なアドバイスをおくりたい。
13 土 駿台センター・代ゼミマーク（希）
17 水 保護者会（～19(金)）
22 月 夏季課外Ⅰ期
27 土 第２回全統マーク(～28(日））
28 日 保護者向け進路講演会
29 月 夏季課外Ⅱ期

8
3 土 希望者模試
5 月 夏季課外Ⅲ期
16 金 夏季課外Ⅳ期

大学別各種オープン模試
26 月 校内模試①
27 火 　　〃　　　
30 金 学年集会（センター出願ガイダンス）
31 土 第2回全統記述（全）

9 5 木 文化祭(～7(土))
24 火 期末考査(～9/30（月)） ・センター試験出願指導。推薦について。＋夏休みからの切り替え。

14 土 ベ駿共催マーク
（進路検討会②）

19 木 卒業生座談会

推薦受付

(指定校･ｾﾝﾀｰを課さない国公立）

夏休みの成果をもとに、立ち向かう！

・夏休み以降は指定校、推薦で気持ちが揺れ動く生徒が出てくる。そのような生徒の見極
めと、一般入試に向けてぶれることなく力を蓄えていかせたい。　また、後期廃止に伴い定
員を推薦に移した大学については、第一志望であれば積極的にチャレンジさせることもあ
る。（生徒の適性を判断して）

Ⅴ
期
　
全
員
が
受
験
勉
強
の
ス
タ
ー

ト

志を持って学習せよ！

努力・工夫・チャレンジ、
自分自身を高めよ！

志望大学を目指して、学習一筋！

前へ、さらに前へ！

夏休みは天王山、貪欲にインプット！

・個別の生徒にどう関わっていくかが勝負。面談、声かけを大切にしたい。 

・「2号館自習室化計画」を呼びかけたい。（塾へ行かなくても学校で勉強できる） 

・全統第一回はマ・記とも今年度より希望者模試に。クラブの予定のない生徒は積極的に受験を勧める。 

・部活の生徒は最後の総仕上げになる。悔いなく充実した生活を送らせると共に、引退後
は早く受験勉強に入れるよう、面談を利用して指導していきたい。5月駿台記述（希）は、難
関大現役合格と相関性が高い。志望者は是非受験を薦めたい。 

・ほとんどの生徒が家庭学習5時間以上の受験態勢に。切り替えができるように、集会等も

考える。この6月マークが最初の全員でのマーク模試となる。特に県総体まで続けた者はセ

・『大学がゴールではない』『受験を通じて人間的に成長する』ことを保護者と確認したい。 

・現役生は、最後に伸びる。10月の全員模試でも結果は出てこない。それが普通である

ことをデータの裏付けを持って話す。 

・下宿可か、浪人可か、私立可か等確認。しかし、すべての条件を満たすことが難しいこ

とは必ず伝える。 

・今どこに入れるか、ではなく、津高の生徒はど

こまで伸びるか、可能性を確認する。 
・また、同じ視点で、志望校が適切かも見たい。 

・できるだけ、多くの生徒の可能性を検討したい。 
 

・最近の生徒は、長期間気持ちが続かない傾向。課外の日程（科目の置き方）もよく考え
て組みたい。そのため、各教科の配慮も必要。 

・現在の受験の
状況。 
・今年１年間の
スケジュール。 
・最後まで諦め
ないこと。など
を伝える。 

・難関大受験者は、
必ず受験する。 

・【学年と協働して実施】 ６月と同様の趣旨を、もっと詳しく資料の裏付けを持って話したい。
（進路から全体に発信することで、担任が面談で話しやすくなる） また、一人暮らしの情報
も発信できれば、保護者の不安の緩和につながる。 

・基本的には、最後まで頑張らせる指導。そのための可能性の検討。一方で、一人一人に合わせた作戦も

考えたい。10月の面談で選択肢を提示しておかないと、12月やセンター後では指導が入らない。 

保護者と共
闘できるよう
にコンセンサ
スを得たい。
保護者同士
を連帯させた
い。 
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期 月 目標 日 曜 学校行事 日 曜 模試・進路行事 指導上の留意事項

10 1 火 芸術鑑賞 5 土 駿台全国（希）、小論文（希）
2 水 体育祭 11 金 学年集会（行事終了決起集会）
3 木 後期始業式 15 火 面談週間(～21(木))

12 土 駿台ベネッセ共催記述（希）
19 土 第３回全統記述（全）
26 土 第３回全統マーク（全）

学年集会
大学別各種オープン模試

11 1 金 創立記念日 1 金 学年集会（特編ガイダンス） ・模試試験の結果に左右されずに、２次学力の養成をさせる。
推薦受付(ｾﾝﾀｰを課す国公立） ・出願手続きの説明。

12 火 校内模試②
13 水 　　　〃
15 金 学年集会（出願の校内手続について）
16 土 代ゼミセンタープレ（希）
24 土 全統プレ（希）

志望校調査
29 金 卒業考査

12 卒業考査(～5(木)) 1 日 全統センタープレ（希）【三重大公開会場】 ・本番の予行演習をしたいものは全統プレを受験すれば三重大会場を体感できる。
5 金 学年集会（特編に向けて）

6 金 特編授業Ⅰ期(ｾﾝﾀｰ対策)
13 金 学年集会（冬休み前決起集会）

(進路検討会③)

14 土 駿台センタープレ
　　　　　（最後のマーク模試）

24 火 冬期休業 18 水 保護者懇談会（３者）(～20（金）)

1 特編授業Ⅰ期(ｾﾝﾀｰ対策) 6 月 センターシミュレーション
21 火 特編授業Ⅱ期(記述対策) 7 火 　　〃

10 金 学年集会（センター直前指導）
17 金 学年集会（センター出陣式） ・センター前の出陣式。　勢いをつけて送り出したい。
18 土 センター試験
19 日 　　〃
20 月 センター試験自己採点 ・自己採点終了後、すぐ集会。気持ちを落ち着かせ、記述試験に集中させる。

（放課後、学年集会）
23 木 センターリサーチ(検討会④)
24 金 出願指導・グルーピング再編成 ・現役生はここから伸びる。最後（３月１２日）まで粘れるような出願指導を。
31 金 学年集会（自学学習期間に向けて）

2 特編授業Ⅲ期

(グループ別・個別指導） 25 火 前期日程試験(～26(水））
28 金 卒業式予行 後期添削・面接・小論文指導

27 木 学年集会（後期グルーピング再編成）
3 1 金 卒業式 後期添削・面接・小論文指導

8 土 中期日程試験
12 水 後期日程試験

合格者座談会出席・体験記執筆依頼 ・卒業式が終わっても、指導は続く。最後の最後まで粘り抜かせる。
（浪人生・予備校　相談） ・悔いの残らない勝負をさせてやりたい。

23 日 浪人生激励会 ・浪人が決まった生徒に対して浪人を経て合格した生徒から励ましの場をつくる。

粘り強く勉強、記述力アップだ！

自分の志望を貫き、限界に挑戦！

センター試験に絞り込め！

最後の最後まで粘り抜け！

ベストコンディションで戦いの場へ！

有終の美を飾れ！

・体育祭では、縦割りの組織の中心として津高校の新しい伝統を作る。先輩として、人間力
を発揮させる。
・（体育祭が終わったら）いよいよ入試に向かって一直線になる。グルーピングを再編成し、
活動に自主性を持たせるよう留意する。
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・入試に向かって、気持ちが一丸になれるよう、クラスの雰囲気作りと遅刻・欠席など気持
ちの緩みの撃退を。特に、文化祭、体育祭と続くこの時期は、切り替えを意識的にやる必

・グルーピングも本格化し、記述対策、添削も活発になってくる。と同時に、それが単な

る傾向と対策ではなく、「本格的な力」を付けるためのものであることも伝えておく。それ

がｾﾝﾀｰの力にもつながる。また、そのことで、特編Ⅱ期の時期の焦り防止にもつなが

る。  

・受験パターンの最終決定。ここまで積み重ねた指導の真価が発揮されるとき。細心の

注意を払うと同時に、生徒の可能性を我々がどこまで信じることができるか、勝負所。 

・冬休みも多くの生徒が学校で勉強している状況を作りたい。 

・本番さながらの雰囲気で実施する。特に昨年から時間割が変わっているので、事前指導も最
新の注意を払って実施する必要あり。 

・できるだけ一人一人の検討を行いたい。基本的には志望を貫く指導だが、特に文系は難しい。 

・出願が確定したら、グルーピング再編成。と同時に、一般国公立大向けの集会も開きたい。 

・たくさんの生徒が、学校で勉強している状況になっているかが勝負。「受験は団体戦」！！ 

・前期が終わったら、すぐに後期に気持ちを切り替えさせる。→ 集まれる生徒で集会を。
（＝後期グルーピングのスタート）最後にもう一度勢いを出せるような勇気の出る声掛けを

・この時期はグルーピングも小休止し、ｾﾝﾀｰに専念させる。ｾﾝﾀｰで勝負が決まる一般
国公立層に、勢いを付ける仕掛け（三重大ガイダンス・看護ガイダンスなど）も必要か。 

・難関大受験者は、必
ず受験する。 
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